
1 香芝市における防災性の高いユニバーサルデザインの『緑豊かなまちづくり』
平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 香芝市

・市民１人あたりの自然環境（公園、緑地、樹林地、草地等）の確保量：５．１㎡／人（平成２２年度）→６．８㎡／人（平成２６年度末）
・歩いて行ける公園整備率：７１％（平成２２年度）→８５％（平成２６年度末）
・市民１人あたりの避難地の面積：４．４６㎡／人（平成２２年度） → ６．２２㎡／人（平成２６年度末）

（H22当初） （H24末） （H26末）
市民１人あたりの自然環境（公園、緑地、樹林地、草地等）の確保量
　　都市計画区域における都市公園、緑地保全の他、公共施設において永続性が担保された緑地等の面積／香芝市の人口

｛供用公園箇所数／（住区数（人口：万人）×１住区の公園標準箇所数）｝×（平均供用公園面積／公園標準面積）×１００
71% 78% 85%

市民１人あたりの避難地の面積
　　香芝市防災計画における避難地の面積／香芝市の人口

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

1-A-1 公園 一般 香芝市 直接 香芝市 都市公園事業（香芝市スポーツ公園） 公園整備　A＝13.3㌶（第１期事業）香芝市 196

合計 196

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考

社会資本総合整備計画（市街地整備） 平成23年　月　　日

計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

香芝市では、緑の基本計画に基づき､金剛生駒紀泉国定公園や平野川など良好な自然資源を活かした緑豊かな自然と共生する公園都市のモデルとして、香芝市スポーツ公園を核とした『緑豊かなまちづくり』を計画的に進めていくこ
ととしている。その緑の核である香芝市スポーツ公園を、幼児から高齢者まで、市民の誰もが安全で自由に遊び、多様なスポーツが行える公園として整備を推進すると共に、本公園を広域避難地として防災関連施設を整備し、白鳳
台住宅団地等の密集市街地の防災性向上を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

5.1㎡／人 5.9㎡／人 6.8㎡／人

4.46㎡／人 5.34㎡／人 6.22㎡／人

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
百万円 Ａ 百万円 Ｂ 0 百万円 Ｃ 百万円

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

196 196 0 0.0%



（参考図面）市街地整備

計画の名称 1 香芝市における防災性の高いユニバーサルデザインの『緑豊かなまちづくり』

計画の期間 平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 奈良県香芝市交付対象

Ａ－１ 香芝市スポーツ公園整備事業
（第１期事業１３．３ｈａ） 白鳳台住宅団地

旭ヶ丘住宅団地

都市計画道路（畑・分川線・未施行）

都市計画道路（尼寺・関屋線・未施行）


